
















住局」（War Relocation Authority 以下 WRA）は、アメリカ社会に適応しや
すいと見なしたアメリカ生まれの日系二世を中心に出所させ、内陸部や中西
部や東部に再定住させた。1942年 7月から 1944年 12月までの間に約 3万 2








Evacuation and Resettlement Project 以下 JERS）に参加し、研究者としてタン
フォラン仮収容所（カリフォルニア州）、ヒラ・リバー収容所（アリゾナ州）
および出所後のシカゴでフィールド・ワークを行い、日系人にインタビュー
をした。キクチが主に 1943年 4月から 1944年に行ったインタビューをもと
に、収容所からシカゴに再定住した日系人 15人のライフ・ヒストリーを収
めた研究書が JERSの成果として出版されている 3（Thomas 1952）。さらに、
キクチは真珠湾攻撃の日から 1988年に亡くなるまで詳細な日記を残してお












になった。この発表を受けて WRAは 1944年 12月 18日にすべての収容所










































が厳しかったため、1942年 10月以前では出所者の率は収容者 100人つき 1
人以下だった。そこで、規定を緩和し、短期の出所や労働集団の出所も認め、



















の立ち退き令の廃止は難航したが、ついに 1944年 12月 17日に陸軍省は
1945年 1月 2日に立ち退き令を撤廃することを発表した。そして翌日WRA
はすべての収容所を 6カ月から 1年以内に閉鎖すること、出所許可の規定を
廃止することを発表した 5（WRA [January 1 to June 30, 1945] 1992, 1-3）。
陸軍省やWRAの発表の前には、多くの二世は将来の計画については曖昧
な態度を取っていた。将来の計画は「誰にも予測できない答えられない答え」

































以上で家主の態度に人種的な感情があると記している（Kikuchi October 21, 






る動きもあった。二世の社会が少しずつ出来つつあった（Brooks 2000, 1684; 







約千人の帰還を許可したという噂話をしたりしている（Kikuchi October 17, 
1944, 6171; October 28, 1944, 6233; October 31, 1944, 6251）。






などの支援についての規定が出された（WRA [July 1 to December 31, 1944] 
1992, 3-6）。
1945年 1月 2日の時点で収容所には約 8万人の日系人が残っていた。戦
時中の再定住が進むことで、収容所内の人口構成は変化していた。収容所が
できた 1942年には一世が 37,089人、二世が 73,353人だったが、1944年 12
月 31日には一世は 33,150人とあまり変化がないのに対し、二世は 46,610
人に減少していた。残っている一世の中で 20,769人が 50歳以上で、二世
の 29,149人が 19歳以下だった（WRA [January 1 to June 30, 1944, 6; July 1 to 




























































































































































といったステレオタイプで日系人を描いた（Girdner and Loftis 1969, 356-
357）。
西海岸への帰還が始まると日系人の住居への放火や銃による襲撃などの排
日事件が頻発した。西海岸への帰還が許可された 1945年 1月 2日からの約
半年間にカリフォルニア州では銃による襲撃 20件、ダイナマイトによる爆




含む 4人の襲撃者が逮捕されたが、彼らは裁判で無罪となった（WRA [January 
1 to June 30, 1945] 1992, 12）。
こうした西海岸の排日行為は再定住した日系人の間にも伝わっていた。「日









































到しているから」といった声が聞かれた（Kikuchi April 22, 1945, 7466; May 4, 




























































た。1945年 1月には約 1,200人しか出所しなかったが、2月、3月の 2カ月



































































た約 5,600人を含む約 57,000人が西海岸 3州に戻り、約 5万人が他の州に再
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るのか不安を感じていた（Kikuchi January 18, 1945, 6761; January 23, 1945, 
6803）。
年が明けて 1945年になると弟のジャックは西海岸にいる妻のもとに行き、




















手紙で述べ、はっきりした計画を立てる時だとしている（Kikuchi March 12, 





















































なると訴えている（Kikuchi May 14, 1945, 7736-7737）。これとは別に、シカ
ゴ大学に入学したがっている妹のために大学法人に更なる援助を得られるか










可能な代替案を示したいとしている（Kikuchi June 4, 1945, 7954-7955, 7959-



























再定住させる決断は「現実的ではなかった」と落ち込んだ（Kikuchi June 11, 















26日に軍に出頭するようにという通知を受け取った（Kikuchi June 14, 1945, 
















い 79ドル、姉から 25ドル、弟から 20ドルの合計 124ドルを毎月の生活費とし、
足りない分はキクチの銀行口座から補うこととなった。その他、収容所を出
た弟や妹の学校の手続きや請求書の支払い、銀行口座、必要な書類など入隊
後の事務手続きについて、妹のベティに託した（Kikuchi July 16, 1945, 8405; 

























































4. キクチの日記はカリフォルニア大学ロサンゼルス校が所蔵する Kikuchi Papersとカリフォル
ニア大学バークレー校がインターネット上で公開している Japanese American Evacuation and 
Resettlement: A Digital Archiveの両方を利用した。
5. WRAの収容所閉鎖の発表の前の 1944年 6月 30日にジェローム収容所（アーカンソー州）は既
に閉鎖された。当時、同収容所に残っていた約 5,700人は他の収容所に移された（WRA [January 
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